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　堺市では、平成28年3月に第3次堺市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
を策定しました。その中で、1日あたり事業系ごみ排出量を平成37年度ま
でに、基準年度（平成26年度）の約2割削減することを目標に掲げていま
す。本計画を推進し、目標を達成するためには、ごみを排出する主体であ
り、減量化・リサイクルの実践者である市民・事業者、ごみの減量等に取
組む市民団体、ごみとなるものを生産・販売する事業者、ごみの処理やリ
サイクルを行う事業者、ごみ処理事業を運営する行政など、ごみに関わる
多様な主体がそれぞれの立場に応じた適正な役割分担のもとに、自主的
に連携・協働することが必要不可欠です。

　事業者様におかれましては、生産・流通・販売等の様々
な事業活動の中でごみと深く関わっており、排出者責任
および拡大生産者責任に基づき、資源の効率的利用や
生産工程・流通過程の改善などによってごみの発生・排出
抑制、再利用、リサイクルおよび適正処理に主体的に取組
まれるようご理解とご協力をお願いします。

本市では、ごみ減量のために、ごみの『４Ｒ運動』を推進しています。
４つのＲを基本に、環境と調和の図られた事業活動をお願いします。
リフューズ・リデユースに続いて優先順位3番目は・・・

☆ごみを減らすには？
　４つの『R』の実行が重要です！

第3次堺市一般廃棄物（ごみ）処理
基本計画を策定！

事業系ごみ減量情報紙

Reuse（リユース）・・・ 繰り返し使う！
◆リターナブル容器を使用するなど、再使用できる商品にする。
◆修理のできる環境を整える。
◆再使用できる商品の自主回収に努める。
◆梱包材や仕入れに使用する容器などは、繰り返し使用できるものを使用する。
◆社内文書の往復に使用済み封筒を活用するなど、再使用できるものを使用する。
◆不要となった備品・文房具などは必要とする他の部署で再使用する。
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ごみになるものは元から断つ

ごみとなるものを減量する

資源として再利用する
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１日あたり事業系ごみ排出量※

平成26年度 290トン⇒
32年度 237トン（53トン減量）
37年度 226トン（64トン減量）
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（中間目標）（基準） （最終目標）

１
日
あ
た
り
事
業
系
ご
み
排
出
量

※自主資源化量を除く
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堺 ムーSTYLE

　堺市では事業者に対し、廃棄物に対する必要な知識と事業系一般廃棄物を排出する排出事
業者としての責務に関する理解を深めることを目的として、事業系一般廃棄物減量セミナーを
毎年開催しています。

事業系一般廃棄物減量セミナー

こんなこと
やってます！

堺市 環境局 環境事業部 資源循環推進課
〒590-0078　堺市堺区南瓦町3番1号　TEL（072）228-7479　FAX（072）228-7063
（URL）http://www.city.sakai.lg.jp/

堺市産業振興センター
堺市北区長曽根町183番地5

▶地下鉄御堂筋線「なかもず」駅
　２番出口から徒歩５分（北西300ｍ）
▶南海高野線「中百舌鳥」駅
　北出口から徒歩５分（北西300ｍ）
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国道310号線

至天王寺

至松原

至河内長野

至堺東

至堺東 南海高野線

堺・富田林線

堺商工
会議所

北堺警察署

大阪中央環状線

大阪府立大学

中百舌鳥
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（公財）堺市産業振興センター
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事 業 所 名

ご　住　所

参加代表者
参加代表者を
含む参加人数 人

T　E　L F　A　X

主催：堺 市　後援：堺商工会議所　協力：堺市環境都市推進協議会

１．堺市あいさつ
２．適正な収集運搬に関すること（資源循環推進課）≪15分≫
３．講演「事業系ごみ減量のメリット」
　　　　～コスト削減を超えた+αの実現へ～ ≪80分≫
　　　　講師：花田 眞理子さん
４．事業所における取組み事例の紹介　　　　　　　≪15分≫
　　「環境経営とその取組み」
　　　　講師：上島珈琲貿易（株）商品物流課　村井氏

申込方法：電子メールまたはFAXに必要事項を明記の上、環境事業部 資源循環推進課へお申込みください。
　　　　　FAX：072-228-7063　E-mail：shijyun@city.sakai.lg.jp

花田 眞理子さん
◆大阪産業大学大学院人間環境学研究科教授
◆認定NPO法人環境市民‐理事
◆堺市環境審議会委員･大阪市環境審議会委員等
【研究分野】
環境経済、経済政策、環境コミュニケーション

平成29年 2月6日（月）（開場）13：30（開演）14：00
参加無料
要申込

会場：堺市産業振興センター「イベントホール」
◆プログラム

講師プロフィール

駐車場には限りがあります。共同利用
のためお車で来られても駐車できな
い場合があります。できる限り公共交
通機関をご利用ください。

ご注意

※参加申込書は当日参加券として必ずご持参ください。
　Eメールでお申込みの場合は件名を「セミナー申込」としてください。当日は送信内容をプリントアウトしてご持参ください。
受付後、堺市からは、参加証の送付や受付完了等の通知は行いませんのでご了承ください。
なお、先着順につきお席がなくなった場合、参加代表者様にお電話にてご連絡させていただきます。

〈お問合せ・お申込先〉9:00～17:30（土日祝除く）

申込締切
平成29年1月31日（火）

お早めにお申込み
ください


